
第３次糸島市観光振興基本計画（案）に対するパブリックコメント（意見）とその対応について

１．パブリックコメントの実施概要

　（1）意見等募集期間 令和7年12月1日（月曜日）～令和8年1月5日（月曜日）

　（2）計画（案）の公表場所 糸島市立各コミュニティセンター、糸島市役所情報公開コーナー（市役所1階）、糸島市ブランド政策課（糸島市役所3階　12番窓口）

　（3）意見等提出先 公表場所に設置した提出箱へ投函、糸島市ブランド政策課に持参、郵送、 FAX 、メール、HPからオンライン提出

　（4）意見等提出状況 提出者数　5名、意見数　12件

２．提出された意見等に対する考え方

　　たくさんの貴重なご意見ありがとうございました。いただいたご意見等に対する考え方や対応につきましては、次のとおりとさせていただきます。

通番 該当ページ 該当箇所・関連箇所 意見等 意見等に対応する考え方・対応
計画案修正

の有無

1 ー ー 遠方からの友達などから

●　駅のトイレが古い．石鹸がないのが気になるとの意見がありました

駅のトイレにつきましては、日常的に多くの方が利用される施設であり、衛生面を含めた利用環

境の向上が重要であると認識しています。

また、駅のトイレには、市が管理しているものと鉄道事業者が管理しているものがあります。そ

のため、いただいたご意見については鉄道事業者と共有し、トイレの利用環境の改善に向け、市

と事業者で連携して取り組んでいきたいと考えます。

無

2 ー ー ●　昭和バスではニモカなどの交通系が使えないのがとても不便 現在、九大線では交通系ＩＣカードを、その他の路線ではPayPay（電子決済）が導入されていま

す。昭和バスにおける交通系ICカードの利用は、利用者の利便性の向上につながるものと認識し

ています。

一方で、ICカードの導入には、車載機器の設置やシステム整備、運用コストなどが必要となるた

め、導入の可否や時期につきましては、バス事業者の経営判断によるものと考えます。市といた

しましては、バス事業者と継続的な意見交換を行っているため、いただいたご意見についても共

有し、今後の公共交通のさらなる利便性の向上に取り組んでいきます。

無

3 ー ー ●　昭和バスの待つ場所に風よけがないのが雨の時大変だったという意見がありました。 バス停の上屋や風よけについては、設置場所の状況や道路管理者との調整、設置費用の整理など

が必要であり、現時点で設置する計画等はございません。

市としましては、バスを待つ利用者向けにベンチの設置に取り組んでいるところであり、今後も

引き続き、公共交通のさらなる利便性の向上に向けた取組を進めていきたいと考えます。

無

4 P30,31 第３章 糸島市の観光の現状と課題

　２　糸島市の観光の課題の整理

（２）「映えるスポット集中」から「体験＋周遊＋滞在」への転換

現状、桜井二見ヶ浦など特定スポットへの集中と渋滞により、複数箇所を周遊できていない可能性が指摘

されています。これを踏まえ、計画に次の方向性を明示いただきたいと考えます。

•農業・漁業・暮らし・歴史文化・学びを組み合わせた「体験プログラム」を、市内各エリアで造成し、モ

デルルートとセットで提示すること

•例えば、畑での収穫体験～産直での購入～オンラインでの継続購入へつなげる、産品と体験を一体化した

高付加価値プログラムを、「質重視」の象徴的なモデルとして位置づけること

（３）交通・時間帯・エリア分散を前提とした運用ルールづくり

計画上、「分散・周遊」を掲げるだけでなく、以下のような運用レベルの方針も、たたき台として示され

ることを提案します。

•ピーク時間帯（例：休日午前）の過度な集中を避けるための、来訪推奨時間帯の明示

•エリアごとに「許容人数・駐車台数」の目安を設定し、それを超える場合は別エリアへの誘導・二次交通

（公共交通・サイクルツアー等）への誘導を行う方針

•基礎調査やモバイルデータ等を活用し、混雑状況を「見える化」して、観光客・市民双方に共有する仕組

み

ご指摘のとおり、桜井二見ヶ浦などの特定のスポットへの来訪者の集中は、交通渋滞や滞在の短

時間化を招いていると想定されるため、本計画でも特定のスポットへの過度な集中を回避し、地

域全体での周遊と多様な観光資源へのアクセスを促し、快適で質の高い観光体験を提供する必要

があると認識しています。

そのため、本計画でも、基本目標２「観光客の滞在価値の向上と市内周遊の促進」の基本施策②

の主な取組において、「体験型観光コンテンツの造成」「長期滞在型旅行商品の開発」を掲げて

います。これらの取組の中で、ご意見にある産品と体験を組み合わせた高付加価値型プログラム

についても、関係事業者と連携しながら検討していきたいと考えます。

また、「分散・周遊」を実効性のあるものとするため、ピーク時間帯の集中緩和に向けた情報発

信や公共交通の活用の促進等についても、本計画に基づく取組の中で、関係課等と連携しながら

検討・実施していきます。

上記のとおり、いただいたご意見等については今後の施策・取組を進めていくうえでの参考とさ

せていただきます。

無



通番 該当ページ 該当箇所・関連箇所 意見等 意見等に対応する考え方・対応
計画案修正

の有無

5 P32,33 第４章 糸島市のこれからの観光振興計画

　１　目指す将来像

１．素案の基本方向性への賛同と本意見の視点

本素案が掲げる将来像「未来へつなぐ持続可能な観光都市“糸島”」および「住んでよし、訪れてよし、働い

てよし のまち“糸島”」という基本的な考え方に賛同します。

また、第１章で示されているとおり、観光需要の回復に伴い、人手不足や一部地域でのオーバーツーリズ

ムの問題が顕在化しており、「観光入込客数といった『量』ではなく『質』の追求、糸島市全体への観光

客の分散、持続可能な観光地域づくり」が求められているという問題意識は、非常に妥当だと考えます。

本計画の将来像や基本的な考え方についてご理解・ご賛同をいただき、誠にありがとうございま

す。

計画に基づく取組を着実に進めながら、将来像の実現を目指していきます。

無

6 P32～40 第４章これからの観光振興計画 基本計画全体データも広く細かく書いてあるので非常に参考になります。

私は糸島が「観光都市」と名乗れる土地なのか、そこが気になるところです。日本に誇れる大きな史跡や

施設、街並みや風土があるのかいつも疑問に感じます。そんな糸島で観光単体で稼ぐことができる町にな

れるのか疑問に感じております。確かに雑誌やネットでは注目の町と言われてますが、日本全国でもまだ

見知らぬ町が注目されるはずです。注目されている今だからこそ、活気のある糸島であってほしいと願っ

ています。私も店舗をもってお客様をお迎えし品物を買っていただいている業者です、時には糸島の観光

案内もするし、来た人にまた糸島に来たときはお店に来てほしく思っております。私が糸島観光に願うこ

とは、観光で糸島に来た人がいいね糸島から、糸島に住みたい・・・糸島に住みます！そういった人を増

やすことを考えてほしいことです。観光はそのきっかけづくりをしている重要な役目だと思います。いい

ものを作る、美味しいものを提供する、いいところを見てもらう、そういった行為は観光に必要なことで

すが一部の業者

しか潤いません。ですが、観光をきっかけにして糸島市の人口が増えるならば来た人だけでなく住んでい

る人たちもしあわせになり町が潤い活気が出てくるはずです。

糸島に住む人を増やすために観光業しっかりやる！そのためにDMOが必要でありプロモーションを行い、

いいものを作りおいしいものを提供する、町を整え、おもてなしセミナーを行う・・・将来、糸島市がこ

うありたい！そのためにいろんなことを行います！といった、手段と目的がごっちゃになってないかと感

じております

本計画では、観光などを目的に本市を訪れる方々が、海、山、農、食、歴史・文化、人、暮らし

といった本市の豊かな地域資源の魅力を体感することで関係人口の創出を図るとともに、そうし

た観光体験を将来的な移住につながるきっかけとしても捉えています。

また、本計画に掲げる様々な取組についても、「住んでよし、訪れてよし、働いてよし」のまち

の実現に向けた手段として整理しています。

いただいたご意見は、本計画の方向性と重なる重要な視点であり、今後の取組に生かしていきた

いと考えます。

無

7 P36 第４章 糸島市のこれからの観光振興計画

　３　基本目標、基本施策、主な取組

　　基本施策①　 交通渋滞や混雑解消に

向けた公共交通環境の整備

交通渋滞や混雑解消、公共交通環境の整備で主な取り組みに公共交通機関の利用促進が書かれています

が、具体的にどんな取り組みを行う予定ですか？オーバーツーリズム、駐車場不足などの解消はまず2次交

通の強化が必要で、オンデマンド交通やGSMなども対応もあります。

観光客がマイカー利用を控えて、前原駅を拠点として、二見ヶ浦、芥屋大門、雷山、白糸と観光地を回る

ことができる観光バスなども考えられます。

今でも既存バスで行ける白糸、芥屋、二見ヶ浦の最適モデルコースの時間帯のバス運行をつくることなど

できそうです。

交通渋滞や混雑の解消、公共交通環境の整備については、本計画においても「市民の暮らしを大

切にした観光地の形成（住んでよし）」の観点から重要な施策と位置づけています。

また、基礎調査の結果から、観光客の移動手段の多くが自家用車である一方、「交通渋滞」や

「駐車場不足」に対する不満が多いことが明らかになっており、快適な交通環境の整備と観光客

の分散が必要であると認識しています。

具体的な取組といたしましては、鉄道や路線バスなどの公共交通と観光拠点をつなぐルートの情

報発信の充実や公共交通を使って効率的に市内を周遊できるルート・モデルコースの提示などが

考えられます。

いただいたご意見を参考としながら、自家用車に依存しない観光の促進に向けた取組を企画・実

施し、持続可能な観光地域づくりを進めていきたいと考えます。

無

8 P36 第４章 糸島市のこれからの観光振興計画

　３　基本目標、基本施策、主な取組

　　基本施策③　観光振興による成果の

地域への還元

観光の恩恵を市民が実感できるようにするために何か考えはありますか。

観光で得た収益でこのサインボードを作りました、とか、駐車場を整備しました、とか、可視化できるモ

ノを作る。市民の糸島市に対する魅力と来訪者の糸島市に対する魅力が合致しておらず。どのように融合

していったらいいのでしょうか。

観光振興の効果を市民の皆さまが実感することは、本計画においても重要な視点と捉えていま

す。具体的な取組として、本市における宿泊税交付金※の活用事例などといった観光振興による

経済や社会・文化的な効果等を広報いとしま等の媒体を通じて広く発信するほか、出前講座等で

も幅広い世代に周知していきたいと考えます。

また、市民が魅力と感じる糸島と来訪者が魅力と感じる糸島は、必ずしも合致するとは限らず、

両者の間にずれが生じることもあると認識しています。

ただし、市民が日常の中で大切にしてきた糸島の暮らしや価値を、来訪者にも魅力として感じて

もらい、市民と同じようにそれらを尊重し、大切にするといった意識の醸成につながる取組を実

施していきたいと考えます。

※ 宿泊税交付金

　　 福岡県が、徴収した宿泊税を活用し、県内市町村（独自に宿泊税を課す市町村を除く）の観

光振興施策の実施に対して行う財政的支援

無



通番 該当ページ 該当箇所・関連箇所 意見等 意見等に対応する考え方・対応
計画案修正

の有無

9 P36 第４章 糸島市のこれからの観光振興計画

　３　基本目標、基本施策、主な取組

　　基本施策①　 交通渋滞や混雑解消に

向けた公共交通環境の整備

路線バスなどの公共交通機関が混雑して乗れない。市民向けと観光客向けで分けて作れないか。結局は、

住民と観光客が融合していないということの表れ。

昨今、本市のバス路線は、一部区間の廃止や減便等のダイヤ改正が続く中、観光客の移動ニーズ

に着目し、令和７年１０月より筑前前原駅北口から桜井二見ヶ浦方面へ向かう「野北・二見ヶ浦

線」の運行が開始されました。この路線には、筑前前原駅から多くの観光客が乗車しているた

め、市民の移動に影響を及ぼし始めていることも認識しています。本計画では、市民向けと観光

客向けの公共交通を分けることを前提とするのではなく、市民の移動を支える交通であることを

基本としながら、観光利用にも対応できる形へと調整していくことが重要と考えます。一方で、

路線バスの運行形態等については、バス事業者の経営判断によるものと考えます。市といたしま

しては、バス事業者と継続的な意見交換を行っているため、いただいたご意見についても共有

し、今後の公共交通のさらなる利便性の向上に取り組んでいきます。

無

10 P36～39 第４章 糸島市のこれからの観光振興計画

　３　基本目標、基本施策、主な取組

　４　計画の目標値（KGIとKPI）

３．「三方よし」を実現するための具体的な制度設計への提案

（１）「住んでよし」：市民の納得度を測り、還元策を「見える化」すること

オーバーツーリズムの懸念が高まる中で、地域の暮らしと観光の調和を図るには、市民の声を継続的に把

握する仕組みが不可欠です。

•市民向けアンケート等で「観光への歓迎度」「迷惑感」「生活への影響」を定期的に把握し、計画の指標

に組み込むこと

•観光による税収・DMO収益の一部を、「地域交通の改善」「生活道路の安全対策」「環境美化活動」な

ど、住民が実感しやすいメニューに還元することを明示すること

（２）「訪れてよし」：高満足・高リピートにつながる体験設計

基礎調査で示された「飲食店」「農産物・海産物直売所」「宿泊施設」への期待の高さを踏まえ、食と体

験、宿泊をつなぐ設計を一層強化されることを提案します。

•日帰りだけでなく、農泊・民泊・ゲストハウス等と連携した「１泊２日体験プラン」を整備し、滞在時間

と消費額を高めること

•体験プログラムやサイクルツアー等に、ガイドによるストーリーテリングやマナー啓発、環境保全要素を

組み込み、「学び」と「安心感」を伴う質の高い体験にすること

（３）「働いてよし」：DMOを核とした地域商社・体験産業プラットフォーム化

計画の実行主体として位置付けられている地域DMOについては、「観光振興機関」にとどまらず、「体験

産業パーク糸島」の運営主体としての役割を明示することを提案します。

•DMOが、体験商品の造成・販売、地域産品の販売、デジタルマーケティングを担う「地域商社機能」を段

階的に強化すること

•体験事業者・農漁業者・飲食店・宿泊事業者等が参加する「観光×地場産業クラスター」を形成し、売

上・利益の一部が再投資される循環モデルを計画上も明記すること

ご指摘のとおり、本市の観光を持続的に推進していくためには、「住んでよし、訪れてよし、働

いてよし」の「三方よし」を実現していくことが重要であると認識しています。

「住んでよし」の観点では、市民の観光に対する意識や生活への影響の把握として、例示いただ

いたような内容を設問とするアンケート調査を通して、「観光客を歓迎する市民の割合」という

総合的な満足度をKGIとして設定します。

また、観光による恩恵の「見える化」として、本市における宿泊税交付金※の活用事例などと

いった観光振興による経済や社会・文化的な効果等を広報いとしま等の媒体を通じて広く発信す

るほか、出前講座等でも幅広い世代に周知をしていきたいと考えます。

「訪れてよし」については、基礎調査で示された飲食、直売所、宿泊施設等への期待を踏まえ、

体験や滞在を通じた来訪者の満足度の向上が重要であると認識しています。主な取組において

は、体験型観光コンテンツの造成や農漁村での体験、宿泊をはじめとした「長期滞在型旅行商

品」の開発に取り組みます。

また、「学び」と「安心感」を伴う体験といったご意見も参考とさせていただきながら、関係事

業者等と連携して検討していきたいと考えます。

なお、「働いてよし」についていただいているご意見の地域DMO（糸島市観光協会）の役割や機

能については、DMOの運営方針等に関わることから、現段階において本計画上で明示することは

困難です。ご意見につきましてはDMOと共有し、今後の連携や施策の推進における参考とさせて

いただきます。

※ 宿泊税交付金

　　 福岡県が、徴収した宿泊税を活用し、県内市町村（独自に宿泊税を課す市町村を除く）の観

光振興施策の実施に対して行う財政的支援

無

11 P39 第４章 糸島市のこれからの観光振興計画

　４　計画の目標値（KGIとKPI）

本意見では、特に

① 観光の「量」から「質」への転換をどう具体化するか

② 市民・観光客・事業者の「三方よし」をどう制度設計に落とすかの２点に絞って提案いたします

２．観光の「量」から「質」への転換に向けた具体的な改善提案

（１）KGI・KPIの重点を「質指標」へ明確にシフトすること

基礎調査では、観光満足度・再訪意向はいずれも９割前後と非常に高い一方、不満点は「交通渋滞」「駐

車場不足」など交通環境に集中していることが示されています。

この実態を踏まえ、計画本文のKGI・KPIの整理においては、「入込客数の増加」よりも、次のような指標

を優先する方針を明文化することを提案します。

•「住んでよし」：観光客への歓迎度、迷惑感・混雑感の低減、市民の生活満足度

•「訪れてよし」：滞在時間、体験メニュー参加率、来訪者満足度、再訪意向

•「働いてよし」：１人当たり旅行消費額、観光関連事業者の売上・利益、雇用者数

あわせて、交通混雑度・駐車場滞留時間・生活道路での危険感・ごみ発生量などの「オーバーツーリズム

関連指標」を定期的にモニタリングすることを、計画上明記されることを望みます。

ご意見のとおり、今後の本市の観光振興においては、これまでの「観光入込客数の増加」を目指

すといった「量」の追求から、地域の環境や暮らしとの調和や旅行消費額の拡大、観光客の満足

度の向上といった「質」の追求へと転換することが重要であると認識しています。

そのため、本計画におけるKGI・KPIにおいて、「住んでよし」では、例示いただいたような内容

を設問とするアンケート調査を通して、「観光客を歓迎する市民の割合」をKGIとして設定し、

「訪れてよし」では、例示いただいた「観光客（来訪者）満足度」と「リピーター率」をKPIとし

て設定します。「働いてよし」においても例示いただいた「１人あたり旅行消費額」をKPIとして

設定します。

また、オーバーツーリズムに関連する指標については、「観光客を歓迎する市民の割合」を設定

することで、間接的ではございますが、地域住民に対するオーバーツーリズムの影響等を計測し

ていきたいと考えます。なお、交通混雑度等については、関係課等と連携しながら必要に応じて

分析に努め、状況に応じた対応策の検討につなげていきます。

上記のとおり、ご提案いただいた指標のすべてを本計画において設定することはいたしません

が、ご意見を踏まえた計画の進捗確認・モニタリング等に努めていきたいと考えます。

無



通番 該当ページ 該当箇所・関連箇所 意見等 意見等に対応する考え方・対応
計画案修正

の有無

12 ー ー 全体的に、主語がぼやけてる部分もありますが、どこかに委託する場合は、できる所にお願いする方が良

いかと思います。DOM機能強化に向けた支援も、しっかり観光協会が自律自立できる支援をお願いしま

す。

本計画の推進にあたっては、市、DMO（糸島市観光協会）、民間事業者など、観光に関わる様々

な主体の役割を踏まえながら各種の取組を進めていくことが重要であり、取組ごとに主体を明確

にし、着実に実施していきたいと考えます。

また、業務を委託する場合は、市が事業の目的や内容、求められる専門性、実績、実施体制等を

総合的に勘案し、適切な主体を適正に選定したうえで、業務の委託を行っていきます。

DMO機能の強化についてはその役割を踏まえ、観光協会が自立・自走できる体制の構築を目指

し、市は連携して取り組んでいきたいと考えます。

無


